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れ
る
。」
と
各
時
代
の
遺
物
が
混
在
す
る
出
土
状
況
を
推
測
し
て
い
る
。

　

古
谷
が
中
心
と
な
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
正
式
報
告
は
一
九
二
七
年
『
栃
木
県
史
蹟
名
勝
天

然
紀
念
物
調
査
報
告　

第
二
輯
』
中
「
第
五
章 

経
塚
関
係
品
」
の
「
一
、
日
光
二
荒
山
上

発
掘
品
」
に
一
九
二
四
年
七
月
報
告
の
発
見
品
と
共
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
一
、

古
銅
印（
4
）
二
、
古
銭（
6
）
三
、
古
鏡
、
破
片
共（
28
）　

四
、
仏
具（
32
）
五
、
玉
類

（
6
）
六
、
鈴（
9
）
七
、
武
器（
16
）
八
、
土
器
及
陶
器（
26
）
に
大
別
さ
れ
た
百
二
十
点

を
超
え
る
遺
物
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
「
古
キ
ハ
奈
良
朝
末
期
ヨ
リ
平
安
初
期
ト

思
ハ
ル
ル
モ
ノ
ア
リ
、
ソ
レ
ヨ
リ
、
藤
原
・
鎌
倉
・
足
利
ト
中
世
期
ノ
遺
品
ヲ
混
ジ
、
更
ニ

下
リ
テ
徳
川
期
ノ
遺
品
モ
混
在
ス
。
而
シ
テ
最
モ
多
数
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
ヲ
藤
原
期
ノ
遺
品
ト

ス
。」
と
十
〜
十
二
世
紀
を
ピ
ー
ク
と
し
た
古
代
〜
近
世
の
遺
物
群
で
あ
り
、
そ
の
出
土
状

況
を
「
明
治
ノ
初
年
廃
仏
毀
釈
ノ
喧
シ
カ
リ
シ
時
、
隠
蔽
ノ
意
味
を
以
テ
埋
蔵
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
モ
ア
ル
ベ
ク
、
又
所
謂
経
塚
ト
称
ス
ル
、
結
縁
供
養
ノ
信
仰
上
ニ
胚
体
セ
ル
埋
経
ノ
思

想
風
習
ヨ
リ
埋
蔵
セ
ラ
レ
タ
ル
分
モ
ア
ル
事
ト
考
ヘ
ラ
ル
ル
ナ
リ
。」
と
廃
仏
毀
釈
の
混
乱

期
の
埋
蔵
だ
け
で
な
く
、宗
教
行
為
と
し
て
の
埋
納
の
可
能
性
に
触
れ
て
い
る
。
そ
し
て「
之

レ
実
ニ
日
光
開
山
ト
其
信
仰
上
ノ
史
実
ヲ
語
ル
上
ニ
千
金
ノ
重
ヲ
加
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
伝

フ
モ
過
言
ニ
非
ザ
ル
ナ
リ
。」
と
勝
道
上
人
に
よ
る
日
光
開
山
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
で

あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
荻
野
ら
に
よ
る
大
正
十
三
年
の
発
掘
調
査
は
小
規
模
の
も
の
で

あ
っ
た
が
、
大
き
な
成
果
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
三
、
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の
日
光

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
、
日
本
社
会
が
復
興
を
成
し
遂
げ
た
頃
、
再
び
日
光
に
注
目

が
集
ま
っ
て
い
た
。
一
九
五
九
年
五
月
、
読
売
新
聞
社
主
催
の
「
日
光
文
化
総
合
調
査
」
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
約
二
十
日
間
に
亘
る
美
術
工
芸
、
民
俗
、
動
植
物
、
考
古
、
地
質

等
、
各
分
野
の
専
門
家
ら
に
よ
る
「
日
光
」
の
悉
皆
調
査
で
あ
り
、
新
種
の
動
植
物
の
発
見

や
、社
寺
が
所
有
す
る
文
物
の
再
評
価
が
行
わ
れ
、こ
の
調
査
を
基
に
『
金
銅
装
神
輿
』、『
山

金
造
波
文
蛭
巻　

大
太
刀
中
身
無
銘
（
号 

祢
々
切
丸
太
刀
）』
等
は
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
総
合
調
査
の
最
終
日
で
あ
る
五
月
二
十
六
日
に
は
、
文
化
財
保
護
委

員
会
（
現
文
化
庁
）
文
部
技
官
保
坂
三
郎
、
東
京
国
立
博
物
館
米
田
太
三
郎
、
千
葉
大
学
助
教

授
神
尾
明
正
ら
考
古
班
に
よ
る
男
体
山
頂
の
調
査
が
行
わ
れ
、
約
一
時
間
の
間
に
鏡
、
陶
磁
器
、

鉄
鏃
等
二
百
点
余
り
を
採
集
し
て
い
る
。
保
坂
は
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
「
山
頂
は
上
代
や
中

世
の
人
々
が
神
へ
の
ま
つ
り
と
仏
へ
の
帰
依
を
願
う
経
ヅ
カ
の
複
合
遺
跡
で
は
な
い
か
」
と
述

べ
て
い
る
（
注
2
）。
ま
た
、
八
月
に
は
、

二
社
一
寺
と
東
京
国
立
博
物
館
の
主
催

に
よ
る
「
日
本
古
美
術
夏
期
大
学
」
が

東
照
宮
権
宮
司
額
賀
大
興
、
輪
王
寺
一

山
唯
心
院
住
職
福
井
康
順
早
稲
田
大
学

教
授
、
二
荒
山
神
社
喜
多
川
清
香
権
宮

司
ら
を
講
師
と
し
て
山
内
及
び
中
宮
祠

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に

昭
和
三
十
四
年
の
日
光
は
、
大
正
四

年
の
有
様
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
保
坂
ら
の
調
査
に
見

る
よ
う
に
、
山
頂
で
多
く
の
遺
物
が
採

集
で
き
る
状
況
が
報
道
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
盗
掘
に
よ
る
遺
跡
破
壊
が
懸
念

さ
れ
、
八
月
一
日
か
ら
斎
行
さ
れ
る
登

拝
祭
を
目
前
に
控
え
、
そ
の
対
策
は
急

務
で
あ
っ
た
。
六
月
に
入
る
と
そ
の
調
整
が
開
始
さ
れ
、昭
和
三
十
四
年
度
の
『
社
務
日
誌
』

に
は
「
栗
生
権
禰
宜
、
柴
田
典
仕
、
小
松
出
仕
、
男
体
山
出
土
品
調
査
依
頼
ニ
付
上
京
（
四

日
）」
に
は
じ
ま
り
「
男
体
山
頂
出
土
品
調
査
打
合
会
出
席
ノ
為
宮
司
代
務
者
粟
生
権
禰
宜

文
化
財
記
念
物
課
ヘ
出
頭
（
張
）（
二
十
二
日
）」
ま
で
二
十
日
間
足
ら
ず
の
間
に
神
社
職
員

が
計
五
回
の
東
京
出
張
の
ほ
か
、
保
坂
、
神
尾
ら
も
来
社
し
（
十
六
日
）
慌
た
だ
し
く
準
備

が
進
め
ら
れ
た
。

　

斯
く
し
て
、
発
掘
調
査
主
任
に
斎
藤
忠
文
化
財
保
護
委
員
会
調
査
官
以
下
、
保
坂
三
郎
技

官
、
佐
野
大
和
國
學
院
大
學
講
師
、
亀
井
正
道
同
大
研
究
員
、
近
藤
正
、
磯
崎
正
彦
同
大
学

院
生
ら
の
発
掘
調
査
員
並
び
に
、
地
質
調
査
に
神
尾
明
正
助
教
授
、
歴
史
調
査
に
文
化
財
保

護
委
員
会
近
藤
善
博
文
部
技
官
、
そ
し
て
調
査
補
助
員
に
二
荒
山
神
社
職
員
を
充
て
る
調
査

団
が
組
織
さ
れ
、
調
査
開
始
は
七
月
一
日
と
定
め
ら
れ
た
。

　
　
四
、
昭
和
三
十
四
年（
一
九
五
九
）の
発
掘
調
査

　

七
月
一
日
夕
刻
、
中
宮
祠
に
集
合
し
た
調
査
団
と
報
道
関
係
者
ら
一
行
は
発
掘
調
査
開
始 「日光文化総合調査」で採集された遺物の一部
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奉
告
祭
に
臨
み
、
斎
藤
主
任
が

代
表
し
て
玉
串
を
奉
奠
し
た
。

翌
二
日
朝
、
山
頂
を
目
指
し
出

発
し
、
午
前
十
一
時
山
頂
の
奥

宮
と
太
郎
山
神
社
で
発
掘
調
査

開
始
奉
告
祭
を
斎
行
の
後
、
調

査
が
開
始
さ
れ
た
。
早
々
に
多

く
の
遺
物
が
出
土
し
、
期
待
は

高
ま
っ
た
が
、
急
変
す
る
山
の

天
候
は
度
々
調
査
を
中
断
さ

せ
、
出
土
遺
物
の
記
録
に
追
わ

れ
る
調
査
員
は
昼
食
も
交
替
で

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
標
高
二
千
四
百
メ

ー
ト
ル
の
山
上
の
冷
気
や
希
薄

な
大
気
は
調
査
を
よ
り
困
難
な

も
の
と
し
、
加
え
て
山
小
屋
逗

留
の
制
限
さ
れ
た
状
況
下
に
あ

っ
て
、
資
材
の
不
足
か
ら
、
調

査
も
限
定
的
な
も
の
と
な
っ

た
。
特
に
一
九
二
四
年
の
荻
野

ら
に
よ
る
調
査
地
点
の
先
は
切

り
立
っ
た
崖
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
調
査
の
た
め
に
は
ザ
イ
ル

等
、
本
格
的
な
登
山
装
備
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の

事
か
ら
、
開
始
よ
り
四
日
目
の

七
月
五
日
を
も
っ
て
下
山
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
日
の
日

誌
に
は
「
斎
藤
調
査
主
任
一
行

午
後
四
時
半
山
頂
調
査
終
了
ノ

上　

上
野
権
禰
宜
松
田
宮
原
出
仕
等

ト
共
ニ
下
山　

仝
、
七
時
中
宮
祠
ニ

着　

山
頂
出
土
場
所
ニ
二
荒
山
神
社

ノ
「
古
代
祭
祀
品
埋
蔵
聖
地
跡
」
木

標
ヲ
建
立　

調
査
奉
告
祭
執
行
ノ
コ

ト
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
中

宮
祠
で
出
土
遺
物
の
水
洗
・
整
理
ま

た
、
前
白
根
、
奥
白
根
、
太
郎
山
等

の
踏
査
を
行
い
七
月
十
日
第
一
次
調

査
は
終
了
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
斎
藤
主
任
ら
調
査
員
の

残
し
た
指
示
を
も
と
に
神
社
職
員
が
主

体
と
な
っ
て
、
八
月
の
登
拝
祭
、
九
月

の
仲
秋
登
拝
祭
の
奉
仕
後
並
び
に
閉
山

前
の
十
月
ま

で
の
間
、
三

次
に
亘
る
延

べ
七
日
間
の

調
査
を
実
施

し
た
。
こ
れ

ら
の
目
的
は
、

一
次
調
査
で

検
出
さ
れ
た

遺
跡
の
範
囲

確
定
と
、
太
郎
山
神
社
背
後
の
崖
下
に
転
落
堆
積
し
て
い
る
遺
物
の
収
集
で
あ
っ
た
。
特
に
崖

下
の
調
査
は
神
社
職
員
が
ザ
イ
ル
に
身
を
託
し
て
崖
の
割
れ
目
を
降
下
す
る
危
険
な
作
業
で

あ
っ
た
。
十
月
十
六
日
、
太
郎
山
神
社
前
面
遺
跡
南
端
部
の
確
認
を
終
え
、
全
て
の
調
査
は

終
了
と
な
っ
た
。
調
査
の
成
果
は
四
年
後
の
一
九
六
三
年
十
一
月
『
日
光
男
体
山
―
山
頂
遺

跡
調
査
報
告
書
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

1959（昭和 34）年 7月 3日の調査状況（第一次調査）
右端で指示をしているのが発掘調査主任の斎藤忠調査官。左端のカメラを構える人物の左手の窪みが 1924（大正 13）年の調査地点。
その背後（左側）は断崖となっている。

太郎山神社背後の断崖
断崖の裂け目に遺物が堆積している。

ザイルで断崖を降下し、遺物を採集する吉田
健彦出仕（現名誉宮司）
8月の第二次調査にて
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五
、
男
体
山
頂
遺
跡
出
土
遺
物
の
概
要

　

最
後
に
山
頂
遺
跡
出
土
遺
物
に
つ
い
て
記
す
。主
な
遺
物
の
詳
細
な
解
説
は
別
稿
に
譲
り
、

こ
こ
で
は
概
要
に
留
め
る
。

・
出
土
状
況　

大
正
期
の
瓦
全
ら
の
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
各
時
代
の
遺
物
が
混
在
す
る
状

況
は
、
昭
和
の
調
査
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
山
の
山
頂
に
お
け
る
表
土
の
凍
結

と
溶
解
の
繰
り
返
し
が
層
序
を
乱
す
こ
と
と
、
露
出
し
た
遺
物
が
大
雨
や
強
風
で
原
位
置
を

失
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

・
出
土
遺
物　

鏡（
漢
式
鏡
・
唐
式
鏡
・
和
鏡
）、
銅
印
、
錫
し
ゃ
く

杖じ
ょ
う

頭と
う

、
法
具（
独ど
っ

鈷こ

杵し
ょ

・
三さ
ん

鈷こ

杵し
ょ

・
羯か

つ

磨ま

・
繞に

ょ
う）、

経
筒
・
経
軸
頭
、
火
打
鎌
、
御み

正し
ょ
う

躰た
い(

懸
仏)

、
玉
類
、
銅
製
容
器（
合
子
・

鋺
・
鉢
・
盤
）、
柄え

香ご
う

炉ろ

・
鰐
口
、
鈴
、
鉄て

っ

鐸た
く

、
禅ぜ

ん

頂じ
ょ
う

札ふ
だ

、
種し

ゅ

子じ

札ふ
だ

、
武
具（
剣
・
鉾
・
刀
子
・

鏃
・
兜
・
弓
矢
）、
農
具（
鎌
・
斧
）、
馬
具（
鐙
・
轡
）、
銭（
含
、
延
喜
通
宝
）、
陶
磁
器
類

（
含
、
緑
釉
陶
器
・
舶
載
磁
器
）
等
、
多
岐
に
わ
た
り
、
陶
磁
器
類
の
小
片
を
含
め
る
と
そ

の
数
は
一
万
余
点
に
上
る
。
そ
の
時
代
は
古
墳
時
代
後
期
に
遡
る
も
の
も
若
干
認
め
ら
れ
る

が
、
纏
ま
っ
た
出
土
遺
物
は
奈
良
時
代
以
降
で
あ
り
、
以
後
江
戸
時
代
ま
で
連
綿
と
認
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
ピ
ー
ク
と
な
る
の
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ

れ
ら
豊
富
な
法
具
・
仏
具
の
出
土
は
、
勝
道
上
人
に
よ
る
男
体
開
山
と
古
代
山
岳
信
仰
の
姿

を
示
す
と
同
時
に
、
日
光
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。

　

特
筆
さ
れ
る
の
は
、
鏡
の
出
土
量
が
多
い
点
で
あ
る
。
大
正
期
の
調
査
で
二
十
八
面
の
鏡

が
出
土
し
て
い
る
が
、
昭
和
の
調
査
で
は
更
に
百
三
十
四
面
の
鏡
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の

中
に
は
、
国
産
の
模
倣
品
で
は
あ
る
が
古
墳
時
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
漢
式
の
二
神
二
獣
鏡

が
含
ま
れ
る
。
主
体
と
な
る
の
は
平
安
時
代
後
期
の
も
の
で
、
奈
良
時
代
末
期
に
始
ま
る
鏡

の
奉
斎
が
平
安
時
代
後
期
に
最
盛
期
を
迎
え
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

　

陶
磁
器
類
に
つ
い
て
は
、
陶
器
は
小
型
壺（
瓶
）
に
器
種
が
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

渥
美
、
常
滑
産
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、
軟
質
の
所
謂
「
在
地
系
」
と
呼
ば
れ
る
狭
域
流

通
品
が
一
定
量
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
数
を
占
め
る
小
型
壺
の
用
途
（
献
供
さ
れ
た
内

容
物
）
と
産
地
の
検
討
に
よ
り
、
山
頂
で
の
祭
祀
の
状
況
と
信
仰
の
広
が
り
を
知
る
手
掛
か

り
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

初
の
学
術
調
査
か
ら
百
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
最
新
の
研
究
成
果
を
基
に
出
土

遺
物
の
再
検
討
を
行
い
、
新
た
な
視
点
で
本
遺
跡
を
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

﹇
注
﹈

（
注
１
）

『
大
正
十
三
年 

社
務
宿
直
日
記 

二
荒
山
神
社
々
務
所
』

三
月
三
十
日

「
午
前
十
一
時
東
照
宮
宝
物
館
主
事
古
谷
清
氏
ヨ
リ
宮
司
ニ
電
話
、
足
利
ノ
丸
山
氏
来
晃
、
先
般
山
上
ヨ
リ
出

タ
ル
古
鏡
其
他
一
覧
イ
タ
シ
度
趣
ナ
リ
（
略
）
午
後
一
時
来
社
仝
二
時
退
社
ス
」
欄
外
に
「
史
蹟
名
勝
天
然
紀

念
物
調
査
会
委
員　

丸
山
源
八　

古
谷
清
」

五
月
十
五
日

「
内
務
省
史
蹟
調
査
委
員
荻
野
仲
三
郎
氏
登
晃
、
豫
テ
当
社
若
晃
ノ
古
鏡
其
他
ノ
宝
物
ニ
付
調
査
セ
リ
」

八
月
七
日

「
二
荒
山
史
蹟
調
査
ノ
タ
メ
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
委
員
荻
野
仲
三
郎
氏 

仝
考
査
員
柴
田
常
惠
氏　

県

ヨ
リ
保
田
属 

足
利
ノ
丸
山
氏 

宇
都
宮
中
学
ノ
田
代
氏
ノ
五
名
ニ
テ
来
社 

昼
食
ノ
上
中
宮
祠
ヘ
出
張
」

八
月
九
日

「
二
荒
山
上
史
蹟
調
査
委
員
一
行
五
名
及
河
島
禰
宜 

松
井
主
典 

斎
藤
雇
下
山
帰
社
ノ
事
」

（
注
2
）

『
よ
み
が
え
る
日
光
文
化
』「
山
頂
は
祈
り
の
象
徴
―
中
世
の
遺
物
ち
ら
ば
る
」

読
売
新
聞　

昭
和
三
十
四
年
五
月
三
十
一
日
（
一
九
五
九
）

参
考
文
献

日
光
二
荒
山
神
社　

一
九
六
三
『
日
光
男
体
山
―
山
頂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
角
川
書
店

竹
澤　

謙　

二
〇
一
八
『
丸
山
瓦
全
―
と
ち
ぎ
の
知
の
巨
人
』
随
想
社

斎
藤　

忠　

一
九
七
六
「
日
光
男
体
山
頂
遺
跡
の
調
査
」『
日
本
古
代
遺
跡
の
研
究
―
論
考
編
』
吉
川
弘
文
館

時
枝　

務　

二
〇
一
二
『
山
岳
考
古
学
―
山
岳
遺
跡
研
究
の
動
向
と
課
題
』
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社

篠
原
祐
一　

二
〇
一
六
「「
男
体
山
頂
遺
跡
」
発
掘
調
査
」『
と
ち
ぎ
を
掘
る
―
栃
木
の
考
古
学
の
到
達
点
』

栃
木
県
考
古
学
会
編　

随
想
社


	155.pdf
	156.pdf
	後付モノクロp.157-160＊念校



